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研究成果の概要（和文）：主要な研究成果は、学術雑誌『東洋文化』（104号）における特集「アジアからの開
発学」である。この特集では、代表者の佐藤、分担者の黒田、峯、大山の各氏が、他の招待執筆者に加えて、そ
れぞれの研究成果を披露した。佐藤は「要請主義」、黒田は「アジア主義」、峯は「人間の安全保障」、大山は
「交際貢献」という、それぞれ日本的な概念の国際的な意味付けについて論じた。なお、類似の内容は、英文に
よる編著 Sato, J. and K. Soyeun.eds. The Semantics of Development in Asia (Springer, forthcoming)と
してまとめられた。

研究成果の概要（英文）：‘Development’ has proven one of the most pivotal doctrines to enter Asia 
from the ‘West’, particularly in the 19th century. Whilst the overarching ideas and praxis of 
development have principally disseminated from the ‘West’ to Asia and ‘the Rest’, the fate and 
possibility of some locally ‘untranslatable’ or ‘undoable’ ideas have largely been ignored. This
 is because, even when considered, scholarly analyses have predominantly treated Asian societies 
(and the Rest) solely as recipients of the ‘Western’ ideas with little agency attached to them. We
 problematize this particular tendency within the mainstream development research and practice 
through the two processes of idea migration in development via Japan as a method. We managed to 
publish two edited volumes to report the result of our joint research (one in Japanese in Toyo Bunka
 and another in English from Springer Nature).

研究分野： 開発学、国際協力、東南アジア地域研究

キーワード： 日本的概念　開発援助　アジア、アフリカ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、「日本型援助」「日本型国際協力」が論じられることはあっても、それらは個別の経験談として語られる
ことが多く、日本的な概念を体系的、かつ世界的な視野から論じる研究者がいなかった。そこで、本研究では、
「要請主義」「国際貢献」「人づくり」など、日本に固有の概念を集めて体系的に論じ、なおかつ、それを英語
圏のオーディエンスに届くよう英文出版したことに大きな意義があると考えている。グローバルな開発潮流には
地域的な個性があるはずであり、今後は日本に限らず、各地の個性の探究が、この研究成果を契機に活発化して
くれることを期待している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

日本のODAがアジア・アフリカの現地に与えた影響を20～30年の長期的な視点から

分析した先行研究は皆無に近い。それは, 開発協力の研究が短期的な効果の検証とい

う面に偏っていたからである。特に現地社会における援助介入の社会的影響に関する

研究の多くは, 欧米研究者の主導するものであり, 日本人研究者の貢献は乏しい。地域

の政治や文化を支える内在的な条件の解明を使命としてきた地域研究者も, 開発協力

という外部からの干渉を忌避し, 正面からその影響を考察してこなかった。ODAの影

響を受け手の側から掘り下げ, 地域に内在する論理の解明と, 開発協力という外在的な

介入行為の相互作用を正面から取り上げる必要性はここにある。 

日本の開発協力は, 長期的にアジア・アフリカの裨益者の視点から見るとどのよう

に総括できるのか。これが本研究で掲げた問いである。本申請の代表者らは,過去に新

学術領域研究「日本の被援助・開発経験の相互作用的研究 ―1950年代を中心に」

（2009～2011年度）の成果として上梓した Sato, J. & Y. Shimomura. Eds. The Rise of 

Asian Donors (Routledge, 2012) で, 日本が被援助国から援助国へと転換した過程や, 類

似の転換プロセスが中国や韓国でみられたかどうかを歴史的に検証した。しかし,「人

づくり」など日本の強みとなる特定セクターでの掘り下げ, そして各地域固有の状況

に応じた,援助を受ける側の視点の取り扱いが十分とはいえなかった。そこで本研究で

は, 欧米の研究者主導で構築されてきた開発学に対して, アジア・アフリカという

「受け手の目線」を中心においた開発学を考察した。 

1980年代にODA大国と呼ばれるようになった日本は, 1990年代を通じて供与額にお

いて世界一位の地位を守り続けてきた。ところが, 日本の経済力の衰退に伴いODA額

は徐々に低下し, 現在は, 拡大を続ける防衛費の陰に隠れて一般歳出の0.5％に満たな

いほどに落ち込んでいる。翻って急速な経済成長をとげているアジア諸国を展望する

と, その社会基盤を支えている多くの部分が1960年代以降に日本の援助によって建設

された道路や鉄道, 電力発電施設などであることが再評価できる。アジアの新興国は

こうした過去のODA遺産を活用しながら, 被援助国の立場を「卒業」し, ODAを供与す

る側に回りつつあり, その意味でODA史は一つの転機を迎えたのである。その後, 援

助の裨益国として重要になったのがアフリカであり, 1993年からTICAD（アフリカ開発

会議）が開催されてきている。 

興味深いことに, 外交上これだけの重要な位置を占めてきたにもかかわらず, ODAが

経てきた質的な変化を地域の視点から通史的に展望する学術研究は極めて少ない。こ

れは諸外国で対外援助の歴史が学術的に蓄積しつつある状況からすると危惧すべき事

態である。加えて「開発」が大学のカリキュラムに登場して以来, 国際機関などへの

就職を希望する日本人の大部分は欧米の大学院を志向し, 日本の経験を知らないまま

実務の世界に旅立っているという現実がある。この間隙を埋めるべく日本人の有識者

を中心に執筆されたのが 編著 Japan’s Development Assistance であった (Kato, et al. 

2015)。当該書は, JICA実務者の視点, 国際機関の視点, NGOなどの視点を多角的に描き

だした点で特徴的であったが, 学術的にみると一次資料の渉猟と歴史的文脈の掘り下

げという点で課題を残した。 



本科研参加者らは, こうした問題意識を背景に, JICA研究所と協力しながら「日本の

開発協力の歴史」プロジェクトを2017年に始動させ,東京大学出版会から単著を数冊, 

刊行した。代表者の佐藤仁は「自立と依存」という視角から日本援助の対東南アジア

援助の通史を執筆し, 分担者の黒田一雄は「人づくり」, 峯陽一は「草の根支援」, 高

橋基樹は「開発協力をめぐる日本の学知」についてそれぞれ研究を行った。 

共同研究とはいえ, 各々の単著を執筆することを当座の目的としたこれらの個別研

究に相互の連携と相乗効果が期待できたにもかかわらず, これまでのJICA研究所での

研究では,そのための仕掛けを十分に検討してこなかった。そのため, 日本のODAを契

機として裨益国で起きている変化を国際比較の俎上に乗せ, 個別事例研究を超えた

「アジア・アフリカの開発学」へと拡張し, グローバルな知へと鍛え上げ, 発信する必

要があった。その際に両大陸の経験を架橋するのは「関与の作法」である。欧米の開

発援助機関は例外なく development をその名称に入れているが, 日本を含むアジア諸

国の援助機関は cooperation である。こうしたさりげない植民地主義の残渣を可視化

し, SDGs（持続可能な開発目標）を含む, 国際公共財への取り組みの公平な土台を作っ

ていくには, 被援助国でもあった日本の開発協力経験をぜひとも英語で発信していく

必要がある。 

 
２．研究の目的 
 

本研究では先行文献の現状を踏まえて, ODAの質的変化と受け手による評価を中心

に20～30年のスパンで検討すべく,「ODAの質を決定する地域的条件」を明らかにし

た。ここで取り扱った「ODAの質」とは, 収益性や識字率といった量的な成果ではな

く, 政府間や民間企業, 地域住民などの間の公平な関係性である。本研究はこの問いに

地域研究者ならではの三つの視角から接近することを試みた。 

第一に着目したのは援助案件の超長期的評価である。従来のODA案件は事前と事

後に行われる評価でプロジェクトの「記録」が残されてきたが, 5年以上経過してから

の評価はなかった。しかし, 日本が得意としてきたダムや道路, 橋梁や各種文化施設と

いった「箱モノ」の耐用年数は20年をはるかに超えるうえに,「人づくり」の成果も5

年程度では把握できるものではない。 

そこで本研究ではかつて「問題案件」としてメディアやNGO（民間非政府組織）か

ら辛辣な批判を受けた案件を含めて, 過去のODA案件のその後をインドネシア, ケニ

ア, コンゴでの現地調査で裏付け, ODAが地域社会に与えた影響の類型化を試みた。 

 第二の視角は「受け手目線」の徹底である。援助は本来, 援助される政府や人々に

こそ役立つべきものである。これまで書かれてきたODA史のほとんどが, 援助業界の

潮流を反映した「送り手目線」で書かれていることを考えると,「受け手目線」を全面

に出すことは本研究の大きな特徴であった。特に成果の発現に時間を要する「人づく

り」に着目したことによって, その後, 育成された人々が援助の受け入れや, 長期的な

視点から評価されるべき当該社会の変革に果たした役割など, 地域研究者ならではの

息の長い現場との付き合いが生きてくることがわかった。 

 第三は援助が行われた当時の文脈を地域的な多様性からくみ上げることであった。

援助がもつ意味や効果は, その時々の時代的文脈もさることながら, 地理的文脈にも左

右される。本研究においては, 日本の援助が1960年代から主な対象としてきたアジア



と，2000年代以降に新たな援助対象として大きな比重を占めるようになったアフリカ

を両にらみにしながら, それぞれの地域の人々からみた開発協力の歴史を明らかにし, 

そこから地域研究に立脚した「アジア・アフリカの開発学」を提示した。 
 
３．研究の方法 
 

情報の整理と分析は,  ODAに関する歴史的史料の徹底収集と比較歴史分析の方法に

則って行った。具体的には, １）日本を含む世界各国の公文書館等における一次資料

調査, ２）事例対象国となった国における現地フィールド調査と関係者への聞き取り, 

３）複数地域における日本のODA経験の比較と体系化, である。JICA研究所は史料提

供と現地調査の実行支援, 人材紹介の面で力を提供し, 研究者は市民社会やNGO, 地域

住民へのアクセスを力点にしながら, 分析結果を実務と研究の両面に社会還元し, 後者

については英語による国際発信をした。 

まず令和2年度についてはメンバーの相互関心に基づく「アジア・アフリカの開発

学」の骨組みを共有するための定例研究会を数回開催し, 特に方法論としての比較歴

史分析結果を共有した。ここで行った比較歴史分析(comparative historical method) は, 

事例内分析 (within-case analysis) と過程追跡 (process tracing)を特徴とする方法で, 

様々な発展段階にある複数の国で事例研究を行う場合に適した方法である (Lange 

2013)。具体的には, それぞれが選んだ事例対象国の中で, 援助をめぐる評価がどのよ

うに変化し, その変化に対応して日本側のODAに対する考え方もどのように変化した

のかを考察した。その際、アジアとアフリカの各地における長い調査経験もつ研究代

表者と分担者らの人脈と肌感覚が、当該分析を下支えした。実際には、コロナ禍の影

響で現地調査の機会は著しく限定され, 研究成果のほとんどは「アジア」に限定され

てしまったが, 当初の研究計画に基づき、上記の問題意識と分析結果を形にすること

ができたと考えている。 

  

４．研究成果 
 
 本科研の研究成果のまとまりとしては、英語の編著 Sato, J. and S. Kim. Eds. The 

Semantics of Development (Springer Nature, 2024) および佐藤仁 編 (2024)「特集 アジ

アからの開発学」『東洋文化』第 104 号、そして、佐藤仁『開発協力のつくられ方』(2021)、

峯陽一『開発協力のオーラル・ヒストリー』(2023)、黒田一雄『国際教育協力の系譜』(2023)

（いずれも、東京大学出版会）をあげることができる。ここでは、それらの成果を通じて何

が得られたのかを 3 点にまとめたい。 

第一は、これまで欧米発生の概念によって構成されてきた国際開発の世界を、日本の開発

諸概念で語り直す可能性を提示したことである。もちろん、ここで「欧米」とひとくくりに

することにも無理があるが，たとえば世界銀行や国連が打ち出すスローガン，英米の主要大

学で発出されるレポートに基づく考え方などが言説を支配しつづけているのは確かである。

そこでは、アドボカシー，エンパワーメント，ガバナンスといったカタカナ言葉が無批判に

日本や他の非英語圏に輸出されてきた。 

具体的には、極めて英訳しにくい「現場主義」、「人づくり」、「土木」、「国際貢献」

など、日本に特有の概念を網羅的に渉猟しながら、それらに固有の意味を与えている文脈を

掘り下げ、日本から開発学を提示する可能性を示したことである。特に、研究成果を日本語



と英語の両方でパラレルに発信したことは、われわれのグループの特徴である。従来の日本

における欧米批判の大部分は日本語によってなされてきたために、国際的なインパクトは

ほとんどなかった。今回は日本語による日本での問題提起に加えて、英語の書籍を出版する

ことを通じて英語圏にも問いを投げかける試みをした。この試みがどこまで波紋を広げる

ことになるかを今後注視したい。 

 第二に、開発言説における二重思考の構造を明らかにしたことである。二重思考とは，ジ

ョージ・オーウェルが小説『1984』の中で提示したもので，「二つの相矛盾する信念を心に

同時に抱き，その両方を受け入れる能力」を指す。開発の多面性は，多面的であるからこそ

政治的に利用されることもある。「解放」の名の下の束縛，「人道」の名の下の保護と統制，

「援助」の名の下の差別などは，歴史的に枚挙に暇がない。二重思考が蔓延している世界で

は，実態や事実を突き付けてその正体を暴くことは難しい。なぜならば，実態が思考を左右

しているのではなく，すでにある支配的な考え方 (mindset) そのものが二重思考を受け入

れる器になってしまっているからである。英文編著 Semantics of Development では、ま

さにこうした言説の権力関係を明らかにすることに力点をおいた。 

第三に、入念な現地調査に基づく本格的なモノグラフを東京大学出版会から三冊刊行し、

日本の ODA 歴史研究に新たなページを開いたことである。特に批判されたプロジェクトの

事後調査、ＯＤＡのオーラルヒストリーを通じた援助事業の記憶と記録、国際教育協力政策

の再検証は、いずれも日本が得意としてきた開発アプローチの実態に迫る研究であり、われ

われの科研の重要な成果としてまとまった形で世に問うことができたことは、大きな成果

であった。 

以上 
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